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図 2 大洞山周辺の地質図 
（GSJ,AIST、20 万分の 1日本シームレス地質図を一部加工） 
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を標高の低いほうから 20 m 毎に写し取っていっ
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図 7 自由記述のカテゴリーの分類化 
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 授業を通しての児童の学びについて表 3、図 7
をもとに考察を行う。自由記述では「大洞山が火
山なのか違うのかもっと知りたいと思いました。」
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るものの、3 分の 1 は、若い世代とは考え方が違
いすぎることや、面倒くさい等といった理由から、
青少年世代との交流を望まない傾向もみられる。
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伊半島南部地震，1899 年 3 月 7 日；東南海地震，
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